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ジャカルタの都市発展プロセスと環境変化
― 水環境と文化遺産の課題を中心に ―
吉越昭久１・香川雄一２・加藤政洋３・谷口智雅４・安達　一５・
鈴木和哉６・山下亜紀郎７・一ノ瀬俊明８・井上　学９・白　迎玖10・
片岡久美 11・遠藤崇浩12・白木洋平 13・戸所泰子 14・
Josaphat Tetuko Sri Sumantyo 15・谷口真人16
Urban development process and environmental changes of Jakarta, Indonesia
－ Focus on the water environment and the problems of cultural heritage－
YOSHIKOSHI, Akihisa・KAGAWA, Yuichi・KATO, Masahiro・
TANIGUCHI, Tomomasa・ADACHI, Itsu・SUZUKI, Kazuya・
YAMASHITA, Akio・ICHINOSE, Toshiaki・INOUE, Manabu・
BAI, Injyu・KATAOKA, Kumi・ENDO, Takahiro・SHIRAKI, Yohei・
TODOKORO, Taiko・SRI SUMANTYO, Tosaphat Tetuko・TANIGUCHI, Makoto
Although the origin as a city of Jakarta will go back to the 15th century, the time which 
developed rapidly was after the second half of the 20th century. As a result, in Jakarta, 
many environmental issues, such as water environmental change, arose.
In the urban area, since a building is always paid for another, the old timber building 
which is a cultural heritage does not remain in many cases.  Jakarta has the history of 
having made it develop, while moving the center of city until now.  For this reason, the old 
timber building of the once center of city has been left behind as it is.  Since land 
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subsidence and the rise of sea level have taken place, the "Kota" area which is the once 
center of city becomes easy to suffer high tide disaster.  Probably, as one of the measure of 
this, there is restoration of the rampart built by the Netherlands in the 17th century.  If 
this is realized, it will become possible to defend a cultural heritage from high tide disaster, 
and it will also become new tourist attractions. 
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はじめに
ジャカルタはインドネシアの首都で、アジア有数のメガシティである。都市としてのジャカ
ルタの起源は 15 世紀まで遡るが、20 世紀の後半になって急激に発展した。その発展のプロセ
スは、後述するように他のアジアのメガシティと比較して多少異なる部分がある。
ジャカルタでは、急激に都市が発展・拡大したために、それに伴って環境にも大きな変化が
起こり、いわゆる環境問題が発生した。ジャカルタの環境問題は、水・地盤・大気などが中心
であるが、それが様々な社会・経済問題にも波及していることは間違いがない。
これらの環境問題の中でも、とりわけ地下水の過剰揚水によって、地下水位の低下を招き、
地盤沈下・地下水の塩水化などを引き起こした１）ことは注目される。さらに近年の地球温暖化
による海水準の上昇も加わって、ジャカルタ北部では高潮災害が頻発するようになった。
このように水環境の変化については高い関心が払われているものの、都市域における文化遺
産の課題については、現在までのところほとんど触れられていない。筆者の一人である吉越は、
この二つの視点からジャカルタの環境変化を取り上げてきた２）。水環境と文化遺産は、一見何
の関係もないように思われるが、後述するように興味深い関係が認められるのである。
そこで、本稿ではジャカルタにおける都市としての起源から現在に至るまでの都市発展プロ
セスを概観した上で、そこで起こった水環境の変化と文化遺産の課題に焦点を絞って論じてみ
たい。その結果をもとにして、これらの環境変化にどのような対策が必要かを考察してみよう。
ジャカルタの都市に関する研究はかなり行われているが３）、水環境の変化についても近年に
なって関心を高めている４）。これには、著者らの総合地球環境学研究所のプロジェクト研究（「都
市の地下環境に残る人間活動の影響」）が大きく関わっていると思われる。その成果については、
本稿ではプロジェクト研究の一部を紹介するにとどめ、論述の主体は筆者らがプロジェクト中
で担当した都市発展プロセスと環境変化としたい。
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2．ジャカルタの都市発展プロセス
インドネシアの首都・ジャカルタの人口はおよそ 1,100 万人である。ジャカルタという場合、
通常 5つの市と 1つの県からなるジャカルタ特別市（DKI Jakarta）を指す。また、周辺の市
などを含めたジャカルタ首都圏は、その頭文字を連ねてジャボデタベック（Jabodetabek）と
呼ばれることがある。ジャカルタは、ジャワ島の北西部に位置し、ジャワ海に臨む北に緩く傾
斜する平野に位置している。ジャワ島の大部分は、熱帯雨林気候（Am）に属し、年降水量が
1,900mm程度で弱い乾季があることを特徴とする。
ジャカルタの都市としての起源は、パジャジャラン王国（王都はボゴール）が 15 世紀にチ
リウン川の河口近くに造ったスンダクラパという港町に求めることができる。チリウン川は、
現在でも市内の中心部を蛇行しながら北流し、スンダクラパ港に流出している。ここはいわば
王都の外港の機能をもった町であり、ジャヤカルタないしはジャカトラとも呼ばれ、これらの
呼称がジャカルタの語源になった。1619 年に、ポルトガルに代わってオランダ東インド会社が
ここを占領して以降、ジャカルタは都市として発展し現在に続いていくことになる。オランダ
統治時代からそこはバタヴィアと呼ばれたが、その呼称は 1942 年に日本の占領時にジャカル
タと改称されるまで 300 年以上続いた。
17 世紀頃の絵を図 1・図 2に示した。これらをみると当時のバタヴィアの景観がよくわかる。
絵には文字が書かれているために、南北を反対に表示している。このため、絵の下側が北で、
ジャワ海に臨むことになる。周濠をもつ星形の砦が、チリウン川が海に流入する付近に築かれ、
その背後の陸地側に河川と運河に挟まれた細長い場所に町が造られていた。町の主要部は城壁
に囲まれ、河川・運河には帆船が航行している様子がわかる。その周辺には、開発が及んでい
ない自然の景観が広がっている。ここが、現在「コタ」地区と呼ばれているところにあたる。「コ
タ地区」には現在でも古いコロニアル風の石造・木造の建築物が多く残されていて、ジャカル
タの核的地域となってきた。
 図 1　1629 年 BATAVIA 図 2　1628 年 BATAVIA
Adojf Heuken SJ（2001）
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当初、ここには華人も住んでいたが、1740 年
のオランダによる華僑虐殺事件（「バタヴィアの
狂乱」）が発生したため華人は離散し、その後、
インドやアラブ系の住民が多く住むようになっ
た。従って、華人街は現在でもこの地区の中心
部には存在せずに、そこから南に少し離れたグ
ロドック地区（図 3）に形成されている。
オランダの Royal　Tropical  Institute の
Historical Colonial Mapには、比較的良い地図
がある。ここに示したのは、1625 年（図 4）と 1740 年（図 5）の地図である。図 4は、 前述の
図1・図2の時期を地図化したものと解釈できる。砦から上流側に道路や町が見えるが、バタヴィ
アの東部や西部には湿地や密林が描かれており、周辺部は開発が未だに及んでいない状態であ
ることがわかる。当時のバタヴィアの人口は 8,000 人程度で、華人が最多で、次いでオランダ
人が多かった。日本人も 100 名程度はいたようである。
図 5は、図 4とは多少スケールが異なるが、1740 年のバタヴィアの地図である。これをみる
と、砦の北側に陸地があるが、これは河川による土砂の堆積のような自然現象か、人為的な埋
め立てのような行為があったことを想定させる。1625 年以降になって、城壁で囲まれた町を中
心に市街地が広がっていく様子がわかる。町の内部についてまでは明確にならないが、道路が
南だけでなく、東西方向にも広がりをみせ始めている。これらは、オランダ人が経営する砂糖、
香料、コーヒーなどのプランテーションに至る道路である。Royal Tropical Instituteには、
その後しばらくの間に作成された利用可能な地図はみあたらない。
 図 4　1625 年　BATAVIA 図 5　1740 年 BATAVIA
Royal Tropical Institute　（http://www.kit.nl/ 以下、省略） 
18 世紀半ば以降になって、これまでの中心地である「コタ」地区より少し南側の「ウエルト
フレーデン」地区に総督府や広場がつくられ、そこに新しいバタヴィアの中心が移動していっ
た。この周辺は、もともとオランダ人の資本家が、コーヒー園などのプランテーションを開い
たところであった。当時、この「ウエルトフレーデン」地区より南にはまだ密林や湿地が広がり、
図 3 グロドック地区（華人街）
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そこは野生の動物などが棲息している危
険な地域であった。しかし、華人がここ
を徐々に開発し、サトウキビ農園に変え
ていった。このようにして開発した地域
が、現在ジャカルタの要人たちが多く住
む高級住宅街である「メンテン」地区に
なっている。
19 世紀になるとこの傾向はさらに顕著
になり、バタヴィアの中心地は「コタ」
地区から名実共に「ウエルトフレーデン」
地区に移った。それを示した地図が図 6
である。この地図をみるとこの頃の都市
としての核は密な状態の「コタ」地区と
粗な状態の「ウエルトフレーデン」地区
の 2箇所にあったが、政治的・経済的には後者の方がはるかに高次の中心となっていることが
わかる。これは、都心の移動現象と捉えることができる。新都心の「ウエルトフレーデン」地
区には、キリスト教会、裁判所（図 7）、博物館、総督府、広場（図 8）などが建てられていった。
ここは、現在でもジャカルタの政治の中心地となっている。一方、河川は一様に小規模で、一
部運河化したところは直線状であるが、多くは蛇行が著しく自然状態のまま残されている。前
述のように、チリウン川などがその典型である。市街地のすぐ隣にはヤシの木や湿地があって、
バタヴィアは農園や密林に隣接した都市であったことが図 6をみることでも明瞭にわかる。
 図 7　裁判所（現在は美術館） 図 8　ムルデカ広場のモナス（独立後建築）
図 6　1914 年 BATAVIA
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 図 9　1925 年の「コタ」地区の地図 図 10　1954 年の「コタ」地区の地図
Royal Tropical Institute
図 9は、これも Royal Tropical Instituteにある 1925 年の「コタ」地区を示す地図であるが、
砦とその南に続く城壁で囲まれた地域が存続していることがみられる。城壁の内部には運河も
あって、街路は整然としている。城壁の外部にも都市が連続的に広がっている様子がわかる。
しかし、北部の海岸に近いところには小さな砦がある程度でまだ荒地・湿地の状態であったこ
とがみられる。図 10 は、それからおよそ 30 年後の地図であるが、図 9と基本的に大きく変わっ
ていない。しかし、城壁の外の市街地がより拡大していること、北部の海岸近くにパッチ状に
市街地が新たに造られていることなどが変わった点である。
 図 11　1936 年のジャカルタの地図 図 12　1945 年のジャカルタの地図
Royal Tropical Institute
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図 11 は 1936 年に作成された地図であるが、図 6と比較するとさらに「ウエルトフレーデン」
地区に都市の中心が移動していることが伺える。図 12 は、それから 10 年近く経過した時期の
地図であるが、市街地の範囲は、それほど大きな変化をみていない。しかし、市街地から北東
方向にかなり離れたところに港がみえる。これは、1870 年代から 80 年代にかけて造られたバ
タヴィアの外港であるタンジュン・プリオクである。この頃から、外洋船は大型化したために、
それに対応したものであった。
図 13 は、著者の一人である J.T.SRI SUMANTYO ５）が古地図・外邦図・衛星画像などを用
いて、ジャカルタの都市発展を示した図である。1970 年以降になって急激に都市域を拡大させ
ていることが明瞭にわかる。
筆者らは、総合地球環境学研究所のプロジェクト研究でアジアの 7つのメガシティ（東京・
大阪・ソウル・台北・マニラ・バンコク・ジャカルタ）について、都市の発展プロセスを様々
な角度から検討してきた６）。そこでは、都市発展プロセスをモデル的に表現する工夫をしてい
る。ジャカルタの都市発展プロセスのモデルは、図 14 のようになる７）。この都市発展モデルで
は、「コタ」地区をジャカルタの起源を示す核的な地域とみなしている。その後、都心は南側
の「ウエルトフレーデン」地区へ移動し、さらに近年では都市の拡大に伴って南部の「クラバ
ヨン・バル」地区（ゴールデン・トライアングル）周辺へと再移動している。
図 13　ジャカルタの都市発展　　J. T. SRI SUMANTYO（2006）
ジャカルタの都市発展プロセスは、マニラの場合と比較的よく似ている。しかし、マニラの
場合、衛星都市を形成しながら発展したのに対して、ジャカルタは衛星都市を造らずに、多く
の人口を都市内部に取り込むことで拡大していった点で、それとは異なる特徴をもっていた。
都心を移動せずに都市を拡大させる場合、都心では常に建築物がリニューアルされることに
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なる。このため、都心では、古い建築物を長い間保存・維持することは容易ではない。しかし、
ジャカルタの場合、前述のように「コタ」地区は政治的にも経済的にも重要性をなくし放置さ
れてきたために、結果的にここに古いコロニアル風な建築物を多く残すことになったと考えら
れる。また同じように、「ウエルトフレーデン」地区は現在でもジャカルタおよびインドネシ
アの政治の中心であるが、経済の中心は南部のクニンガンからスナヤン、クバヨラン・バル地
区に移っている。この結果、「ウエルトフレーデン」地区にも 1970 年以前の風格ある建築物が
残されることとなった。
このように、ジャカルタの都市発展プロセスをみると、都心の移動が 2回あったために、か
つての都心であった地域に当時の建築物などが残される結果となり、文化遺産を保存する上で
は大きな役割を果たしたものと考えられる。
3．ジャカルタの環境変化
本章では、ジャカルタの環境変化について、主に水環境変化と文化遺産の課題について検討
してみよう。
前章で述べたようなジャカルタの都市発展には、大量の水資源が必要であったことはいうま
でもない。しかし、ジャカルタの年降水量が 1,900mmを超すとはいえ、大きな河川がないた
めに水資源の確保は地下水に頼らざるを得なかった。ジャカルタの地下には、300mを超す厚
い帯水層があり８）、この地下水を揚水することで水資源需要に応えてきた９）。しかし、揚水が
急増したために、地下水位の低下が起こるようになった。
図 15 は、ジャカルタの地下水位の経年変化を示した図である 10）。市街地の北部・南部にあ
る井戸の地下水位は、あまり大きな変化をしていない。これに対して市街地の中央部では、こ
こでは 40 年間に 15mもの水位低下をみた井戸もある。つまり、地下水位の低下は、主として
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図 14　ジャカルタの都市発展モデル　　A. Yoshikoshi（2009）
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市街地の中央部でみられたのである。
この地下水位の低下は、地盤沈下や、海岸付近では海水の浸入によって地下水の塩水化を引
き起こすことが知られている。図 16 は、R. Delinomら 11）によるジャカルタの地盤沈下を示す
図である。ジャカルタには長期にわたる地盤沈下のデータが存在しないので、明確なことはわ
からないが、少なくとも 1997 年以降のデータをみる限り、市街地北部の厚い帯水層をもつ地
域で大きな地盤沈下を起こしたことが知られる。一番下の（g）をみると、2002 年 12 月～
2005 年 9 月までの間で、最大の沈下量を示しているのが市街地の北西部で、年に 12cm以上と
いう値であることがわかる。概して、市街地の中央部から北部にかけての地域で大きな沈下量
がみられた。
図 16　ジャカルタの地盤沈下地域　　R. Delinom et al.（2009）
図 15　ジャカルタの地下水位変化　　R. Delinom et al.（2009）
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この地盤沈下のために、近年、海岸付近で高潮災害が頻繁に起こるようになった 12）。特に、
近年の地球温暖化の影響を受けて、世界的に海水準の上昇が起こっていることも原因の一つに
なっている。図 17 は、「コタ」地区のすぐ近くなどで発生した高潮災害で、道路が冠水した写
真である。この高潮は、日常的に発生しているために、住民には深刻なものという表情があま
り感じられない。右の写真は、今年になって発生したさらに大規模な高潮災害である。もし、
高潮災害が「コタ」地区にまで及んだら（もう時間の問題かと考えられるが）、修復・保存さ
れようとしている文化遺産に被害が及ぶことは間違いがない。なお、「コタ」地区は、地盤沈
下量も極めて大きな場所の一つになっている。この点において、水環境の変化と文化遺産が深
く関わりをもってくるのである。
4．環境の保全をめぐって（―新たな提案―）
ジャカルタの水環境の変化は、前述のような地下水位の低下や、それに伴う地盤沈下だけで
はなく他にもある。例えば、細菌と有機汚染を中心とする地下水汚染がある。特に、北東部の
タンジュンプリオク港付近では、重金属・油による汚染も深刻である。また、海岸付近の地下水
は塩水化している 13）。一方、ジャカルタでは河川の整備が遅れているために洪水が頻発し、前述
の高潮災害と複合して大きな問題となっている。河川の汚濁に関しても、ジャカルタで下水道
普及率が 1％という遅れから、極めて深刻な状態にある。さらに、河川の景観保全などは「コタ」
地区の一部で行われているだけで、ジャカルタ全体としてはほとんど手つかずとなっている。
ジャカルタにおける環境問題のうちで、緊急の課題は地盤沈下と高潮災害であろう。ジャカ
ルタ特別市は、この対策として地下水の価格を 6倍に引き上げることで、揚水量を減らそうと
している。しかし、地下水位のモニタリングを充分に行っていないために、効果はあまり期待
できない。地下水の揚水量を減らすためには、安価な上水道の供給が不可欠となろう。ジャカ
ルタの上水道供給は、PAMJAYAと呼ばれる水道公社（実務は、コンセッション契約を結ぶ民
間の運営会社）が担っている 14）。このような上水道供給は、地下水の揚水量を減らす上では効
図 17　ジャカルタの高潮災害
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果があると考えられるが、その他には目立った対策が行われておらず、ジャカルタ特別市はか
かる環境問題への苦しい対応を迫られている。
なお、水に関わる環境問題が、前述のアジアのメガシティにおいてどのような状態にあるか
を示したのが図1815）である。グレイで表示してある矢印が、進行中の環境問題を表しているが、
ジャカルタとマニラにおいては、現在でも地下水位の低下と地盤沈下が進行中であることがわ
かる。
図 18　　アジアのメガシティにおける環境問題の終了時期　　A.Yoshikoshi（2010）
一方、ジャカルタの文化遺産についてであるが、これまで考察してきたような都市発展プロ
セスと、高温多湿な気候のために、古い木造建築物は「コタ」地区のようにかつての都市の核
的な地域を除けば、ほとんど残されていない。その理由として、前述のように都市の中心が時
代とともに移動していったことがあげられる。
しかしこのことは裏を返せば、その地域の経済的な価値が低くなるために、そこは低所得層
の居住地となり、充分な管理がされずに荒れる可能性が高くなることを意味する。いずれにせ
よ、修理・保存が必要となっている「コタ」地区では、現在修復工事（図 19・図 20）が実施
されていて、かつての景観を徐々にとりもどしつつある。
ところで、「コタ」地区には前述のような地盤沈下や高潮災害という環境問題があるために、
その脅威に対して何らかの対応をとらねばならない。一番直接的で効果があるのは、海岸部分
の防潮堤の建設であり、運河・水路・河川の防潮水門の建設、排水機場の建設などである。し
かし、地盤沈下が止まらない現状では、その設計や施行さえ実質的には困難であろう。長期的
にみれば、地球温暖化の防止や地盤沈下の防止が緊急かつ最重要な対策であることに間違いは
ないが、これは地球規模や国家規模の対応が必要となろう。
そこで現実的な対応として、筆者らは「コタ」地区にかつて存在した城壁を復原させること
を提案する。この城壁に輪中堤のような高潮災害などの水害防御の役割を果たさせることも可
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能だと考える。城壁を建設することでかつての景観が復原できれば、このような環境問題に対
応するだけでなく、観光資源としても価値を高めることになるに違いない。
図 18 にも示しているように、アジアのメガシティでは、これまで環境問題の解決までに数
十年という時間がかかっている。総合環境学研究所のプロジェクト研究には、日本のメガシティ
の経験から得られた知識や技術を、現在環境問題が起こっているところ・これから起こるとこ
ろに適用し、被害を最小限に防ぐという考え方がある。このような観点から、さらに研究を深
めていく必要があると考える。
この研究は、本稿中にも触れているが、総合地球環境学研究所の「都市の地下環境に残る人間活動の影響」
プロジェクト研究、私立大学学術研究高度化推進事業「学術フロンティア推進事業」（「文化遺産と芸術作
品を自然災害から防御するための学理の構築」）プロジェクト研究の一環として、実施したものである。
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